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概要
親子が相互にやり取りを行いながら絵本の読み聞
かせを行う対話型読み聞かせは子どもの言語発達を
促すことが知られているが，対話型読み聞かせのよ
うな多様で柔軟な親子のやり取りを十分に扱える対
話システムは実現されていない．本研究では，対話
型読み聞かせが可能な対話エージェントの実現を目
指し，日本人の親子 36組による自然な絵本読み対
話からなるマルチモーダルコーパスを構築した．親
子間のコミュニケーションに関する対話行為タグの
付与やクイズ・質問の分類を行い，子どもの発話率
に基づき二群に分けて親子のやり取りを分析した．
結果から，システムは子どもの特性に応じて対話戦
略を適応させる必要があることが示唆された．

1 はじめに
絵本を一緒に読むことは，子どもの言語・コミュ

ニケーションスキルの発達を促す重要な親子の活動
である [1, 2]．特に，絵本の読み聞かせの中で，親
が物語について子どもに問いかけ，子どもが自分自
身の考えを共有する対話型読み聞かせは効果的であ
るとされている [3, 4, 5]．しかしながら，親の時間
的制約や各家庭の事情により，すべての家庭が十分
にこの機会を持てるとは限らない．
このような背景から，親子の絵本読みを支援する

システムがこれまでに開発されてきた．例えば，Xu
ら [6, 7]は読み聞かせ中のあらかじめ決められたタ
イミングで準備された質問を提示するシステムを開
発した．また，Zhangら [8]や Yaoら [9]は読み聞か
せモジュールと質問応答モジュールを事前に決めら
れた順序で切り替えるシステムを開発した．一方，
実際の対話型読み聞かせでは質問応答や感想共有が
任意のタイミングで行われる．システムがこのよう
な制御を実現するためには，対話型読み聞かせにお

図 1 親子の対話型読み聞かせの様子とその書き起こし

ける親子のインタラクションを理解する必要があ
る．これまで，読み聞かせコーパスを用いて多くの
分析が行われてきたが [10, 11, 12, 13]，対話型読み聞
かせコーパスを扱った研究はほとんど存在しない．
そこで本研究では，対話型読み聞かせの中で親が
用いる対話戦略を明らかにし，それをもとに子ども
向け対話型絵本読み聞かせエージェントを設計する
ために，親子による対話型絵本読み聞かせのコーパ
スを構築した．図 1に，収集したデータの一例を示
す1）．収録したコーパスには 36組の親子による 70
対話の音声・映像データ (計 10.7時間)が含まれる．
さらに初期分析のために，対話の書き起こしに対し
ては，親子のコミュニケーションに関する対話行為
タグの付与と使用されたクイズおよび質問の分類
を行った．本稿では，これらのアノテーションを用
いて，対話型読み聞かせにおける親子のインタラク
ションの言語的側面を分析する．
本研究の貢献は二つある．第一に，36組の親子に
よる対話型読み聞かせを収録したマルチモーダル対
話コーパスを構築した．第二に，子どもの発話率に
基づいて書き起こしを分析し，親の対話戦略および

1） 図中の絵本は，中川李枝子・山脇（大村）百合子作『ぐり
とぐら』pp. 24–25．
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質問内容が子どもの発話率に応じて変化することを
示した．

2 コーパス構築
2.1 対話型読み聞かせの収録
親子の明瞭な発話を収録するために，対話は防音

室越しに実施した．親子は異なる防音室に入り，親
が子どもに絵本を読み聞かせる対話を行った．親に
は読み聞かせの途中または終了後に絵本に関する
やり取り（子どもの感想を問う質問や物語内容に関
するクイズ）を行うように指示した．対話はビデオ
チャットで実施され，親子は各部屋に設置された
PCの画面上で互いの様子を見ながら対話を行った．
各親子による絵本の読み聞かせは 2 回実施され

た．1回目は全ての親子が同じ絵本を読んだ．選択
された絵本はロングセラー作品であり，参加したす
べての親が既知であると回答した．2回目は，1回
目とは異なる 5冊の絵本の中から収録に参加する子
どもが選択した 1冊を読んだ．候補となる絵本は，
文字数と難易度が 1回目の絵本と同程度になるよう
に選ばれた．絵本の難易度は藤田ら [14]の手法に基
づいて推定した．参加者は，各回の前後にアンケー
トに回答した．事前アンケートでは，本を読む頻度
や本が好きかが質問された．事後アンケートでは，
読んだ本の好ましさや本がもっと読みたくなったか
などが質問された．
音声は各部屋に設置したステレオマイク，親子の

ヘッドセットマイク，子どもの胸元のピンマイク，
子ども側の防音室に設置したコンデンサマイクを
含む 8チャンネルで収録し，48kHzサンプリング，
32bit floatの wav形式で保存した．映像は Zoomの録
画機能を用いて収録し，mp4形式で保存した．
収録には，日本語を母語とする 36組の親子が参

加した．子どもの内訳は，3–5歳が 18名，6歳が 13
名，7歳が 5名であった．親の内訳は，男性が 3名，
女性が 33名であった．1回目の収録のみを行った親
子が 2組いたため，本データセットには合計 70対
話が含まれる．実験は所属機関の研究倫理委員会の
承認を受けた（倫 R05-022）．

2.2 アノテーション
収集した音声から発話内容を音声認識によって書

き起こし，その書き起こしに対して，対話行為とク
イズや質問の種類をアノテーションした．対話行為

は発話単位で付与した．発話は 0.3秒を超える無音
区間ごとに分割した．各発話は whisper-large-v32）を
用いて自動書き起こしを行い，その後，発話区間の
検出誤りと音声認識誤りを手作業で修正した．
対話行為タグのアノテーションには，親子のコ
ミュニケーションに関するラベルである INCA-
A [15]をもとに作成した 13種類の対話行為タグセッ
トを用いた．表 1 に対話行為タグの一覧を示す．
タグ付与は google/gemma-3-27b-it3）を用いて自動で
行った．プロンプトでは，13 種類の対話行為タグ
のリストと定義に基づき，与えられた各発話に最も
適切なタグを割り当てるよう指示した．付録 Aに，
入力プロンプトを示す．自動でのタグ付与の信頼性
を評価するために，2名の作業者が 10対話に対し
てタグを付与した．アノテータ間の一致度は Cohen
𝜅 = 0.826 であり，高い一貫性が確認された．各ア
ノテータと自動アノテーションとの平均一致度は
Cohen 𝜅 = 0.591であり，中程度の一致度を示した．
そのため，本稿では自動アノテーションは十分に信
頼できるものと判断し，分析においてもこれを使用
した．

表 1 対話行為タグの一覧
指示 発話誘導 マーキング 約束 宣言
陳述 質問 明確化要求 評価 テキスト編集
発声 応答 読み聞かせ

さらに，親が発話したすべての子どもへの問いか
けを抽出し，それらをクイズまたは質問に分類し
た．本研究では，絵本の内容から答えを導くこと
ができる問いかけをクイズ，それ以外の問いかけ
（例：子どもの感想や家族・友人に関する問いかけ）
を質問と定義した．クイズと質問はそれぞれWH型
と Yes/No型の 2種類に分類した．また，それぞれの
クイズに対して，物語理解を評価するために設計さ
れたクイズデータベースである FairytaleQA [16]の 7
つのカテゴリ（Character, Causal Relationship, Action,
Setting, Feeling, Prediction, Outcome Resolution）のラ
ベルを付与した．

2.3 データ統計
表 2に本コーパスの統計量を示す．総対話時間は

10.7時間で，1対話あたり平均 9.17分であった．子
どもと親の総発話数はそれぞれ 2,699，8,495発話で
あった．付与した対話行為タグ数は 11,194，クイズ

2） https://huggingface.co/openai/whisper-large-v3

3） https://huggingface.co/google/gemma-3-27b-it
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表 2 コーパスの統計量
概要

親子の数 36
対話数 70
子どもの年齢 3–7
子どもの参加者数 (女/男) 16/20
親の参加者数 (女/男) 33/3

対話時間
総計 10.7時間
1対話あたり (平均 ±標準偏差) 9.17 ± 2.15分

総発話数
子ども 2,699
親 8,495

問いかけ回数
クイズ 323
質問 196

表 3 親子の対話行為タグの割合．どちらかの話者で 5%
以上の割合となったタグのみを表示．

タグ名 子ども 親
読み聞かせ 0.0% 50.7%
宣言 0.1% 5.0%
陳述 11.0% 5.5%
質問 9.6% 19.0%
評価 3.8% 5.7%
明確化要求 8.2% 1.6%
応答 57.9% 6.3%

と質問の数はそれぞれ 323，196であった．
表 3に，付与された親子それぞれの対話行為タグ

の割合を示した．親では，読み聞かせ，質問，応答，
評価，陳述，宣言の割合が高かった一方で，子ど
もでは，応答，陳述，質問，明確化要求の割合が高
かった．このことは，対話型読み聞かせにおいて，
親が主導になって読み聞かせや問いかけ，フィード
バックを行い，子どもは質問に答えたり，自発的な
発話や確認要求を行ったりすることで対話が行われ
ていることを示唆する．

3 コーパス分析
既存の読み聞かせシステムでは，子どもの特性に

合わせて対話戦略を調整する必要があることが知ら
れている [8, 17]．収録したコーパスにおいても，子
どもの発話量の多寡によってインタラクションの傾
向が異なることが観測された．そこで本稿では，発
話量の異なる群間で対話がどのように異なるのかを
調べるため，二つの群に分けて分析を行った．分割
は各対話における子どもの発話率を基準とし，閾値
は中央値である 0.23とした．分析には，対話行為タ
グおよびクイズと質問のアノテーションを用いた．

3.1 対話行為

3.1.1 対話行為系列のモデル化
対話型読み聞かせにおける対話の流れを分析す
るために，対話行為タグの系列を隠れマルコフモデ
ル（Hidden Markov Model; HMM）を用いてモデル化
した [18]．観測シンボルは，親の 13種類と子の 13
種類の対話行為タグを合わせた 26種類とした．モ
デルは，すべての状態間で遷移を持つエルゴード
なカテゴリカル HMMとして実装した．学習には，
Pythonの hmmlearn4）パッケージを用いた．初期状態
分布は一様分布とし，状態遷移確率および出力確率
は各状態で総和が 1 になるようランダムに初期化
した．状態数は 1から 10までで変化させて学習し
た．各条件に対して学習は 100 イテレーション行
い，BICが最小となるモデルを分析に用いた．

3.1.2 対話の流れの分析
図 2，3に，各群の対話行為タグの系列に最適化し
た HMMを示す．モデルの特徴を明確にするため，
出力確率が 0.05を超えるタグ名と遷移確率が 0.02
を超える遷移のみを表示した．辺の太さは遷移確率
に比例する．これらの図から，二群の最適な状態数
は異なることが分かる．3つの状態は両群に共通す
る一方で，発話率が高い群には 1つ状態が多く含ま
れていた．
共通する 3つの状態は，親が絵本読みを繰り返す
状態（S0），親が質問や評価を行う状態（S1），子ど
もが応答・陳述を行う状態（S2）として解釈するこ
とができる．遷移確率に注目すると，親が絵本読み
を繰り返す状態における自己遷移確率が最も高い一
方で，残りの二つの状態間の遷移確率も比較的高い
ことが読み取れる．これらの結果は，3つの状態が，
親が読み聞かせの最中に質問し，それに対して子ど
もが応答するという対話型読み聞かせの基本的な流
れを表していると考えられる．特に，発話率が低い
群では，親が絵本読みを繰り返す状態からの遷移が
主に親が質問や評価を行う状態に向かっており，親
が対話を主導する傾向が強いことが示された．
子どもの発話率が高い群に固有な状態（S3）は，
親による子どもの発話に対する応答と子どもによ
る自発的な発話を表しており，比較的高い自己遷移
ループを持つ．付録 Bに，S3として推定された対

4） https://github.com/hmmlearn/hmmlearn
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図 2 子どもの発話率が高い群の対話の流れ

話区間の一例を示す．この区間から，通常の質問・
応答のやり取りの後に，親の相槌や掘り下げ質問，
子どもの自己開示に移行していることが読み取れ
る．従って，この状態は親が子どもの話を傾聴して
いる状態と解釈できる．
以上の結果より，目標とする対話システムは，単

純な質問・応答のやり取りを行う能力だけではな
く，特に子どもが積極的に対話に参加する場合には
傾聴するといった戦略をとる必要があると考えら
れる．

3.2 クイズおよび質問の種類
図 4aに，発話率が高い群と低い群のクイズおよ

び質問におけるWH型と Yes/No型の使用頻度を示
す．両群において，クイズは主にWH型で構成され
ていることがわかる．一方，質問は子どもの発話率
が高い群の親が，低い群の親と比べて，WH型をよ
り頻繁に用いる傾向が見られた．この結果は対話シ
ステムが子どもの発話率に応じて問いかけの種類を
調整する必要があることを示唆する．
図 4bは，群別のクイズの種類の分布を示してい

る．図より，両群において主に Character と Action
に関するクイズが使用されていることが分かる．一
方，Causal relationship，Outcome resolution，Prediction
はほとんど使用されていなかった．これらのクイズ
は，特定の出来事が生じた原因や次に起こることの

図 3 子どもの発話率が低い群の対話の流れ

図 4 子どもの発話率が高い群と低い群のクイズと質問
の種類の頻度

予測といった物語内の出来事の因果関係や時間関係
を扱う．対話型読み聞かせでは，読み聞かせと質問
応答が並行して進むため，このような質問は使用さ
れにくかったと考えられる．

4 結論
本研究では，対話型読み聞かせが可能な対話エー
ジェントの開発のために，親子の対話型読み聞かせ
コーパスを構築した．また，対話行為およびクイズ
と質問の種類に関する分析から，対話の流れや質問
のパターンが子どもの発話率に応じて異なることを
明らかにした．この結果から，システムは子どもの
発話率に応じて対話戦略を適応させる必要があるこ
とが示唆された．今後は，追加収録によってコーパ
スを拡張するとともに，音声や非言語的ふるまいを
含めたより詳細な分析を行う予定である．さらに，
構築されたモデルに基づく対話システムを実装し，
ユーザ評価によってその有効性を検証する．
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A 対話行為タグのアノテーション
2.2章の自動アノテーションのために，google/gemma-3-27b-itを用いて各発話への対話行為タグのアノテー

ションは 2段階で実施した．まず，図 5aに示したプロンプトを用いて，各発話の対話行為が読み聞かせもし
くはそれ以外かを判定した．次に，図 5bに示したプロンプトを用いて，それ以外と判定された発話に対して
12種類の対話行為タグを付与した．それぞれのプロンプトには，本稿で使用した対話行為タグとその定義が
含まれている．図内の緑の{}には，各回で使用した絵本のタイトルや本文，10発話前までの対話履歴，アノ
テーション対象の発話が入る．

図 5 自動アノテーションで用いた入力プロンプト

B 対話の流れの分析
3.1章の対話行為タグの系列のモデル化において，状態 S3と推定された対話区間の例を表 4に示す．表に

は，各発話の対話行為タグも掲載した．「ブルブル」は，『おばけのブルブル』（荒井良二作）という絵本を指
す．ここでは，子どもはなぜ「ブルブル」を読みたいと思ったのかを説明しており，親はその内容を傾聴し
ていることが読み取れる．

表 4 状態 S3として推定された対話区間の例
役割 発話書き起こし 対話行為タグ
子 全部初めてだったけどまブルブルがいいなと思って 陳述
親 あほんま 応答
親 うん 応答
親 あそうね 応答
親 なんでブルブルがいいと思ったん？ 質問
子 もっとはじめは猫ちゃんのやつに目つけてたんだけど 陳述
親 うん 応答
親 目つけてたうんうん 応答
子 あのお話がちょっと見たらなんかへんなんかちょっとなんか 応答
親 うん 応答
親 猫ちゃんうん 応答
子 なんかあれだったからだからでもそれよりもあのね 陳述

あのブルブルが面白そうだなと思ってブルブルにした
親 うん 応答
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